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症例検討会（救急医療シリーズ第３回）

　但馬支部は１月 23 日、 症例検討会 （救急医療シリーズ第３回） を公立豊岡病院会

議室で開催。 「腹痛の患者さんが来た時どうする？」 をテーマに、 公立豊岡病院救命

救急センターの浜上知宏先生が講演し、 20 人が参加した。

（2 面に坂本健一先生の感想を掲載）

腹痛の患者が来た際の症例学ぶ

講師の浜上知宏先生（左上）と参加者で、活発な意見交換が行われた

司会を務めた谷垣正人支部長（左下）は、腹痛で病院に紹介した患者の診断結果を報告した
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　浜上先生は救急外科医として、 疾病による緊急手術だけでなく、 外傷手術もされてい

ます。 また、 術後管理もされているとのことです。 但馬地域では唯一の救急対応の外科

医として尽力されています。

　患者は一刻を争う状態の方も多く、 非常にストレスのかかる毎日をお過ごしと考えます。

日常診療で大変お忙しいにもかかわらず会員ならびに研修医に対して、 日頃の診療内

容も交えてお話しいただきました。

 　「急性腹症ガイドライン」 に沿ったお話しでした。 特に印象の残った内容は、 ①急性

胃腸炎は嘔吐→下痢症状が普通で、 下痢→嘔吐の場合は急性胃腸炎以外の疾患を考

える。 症状の時間経過が大事である。 ②腹痛時の治療として、 アセトアミノフェンが安全

である。 アセトアミノフェン１０００㎎の静注 （品名はアセリオ） が救急外来で使用される

ようになった。 ③腹部所見をとるときに、 エコーを利用して実際にその臓器を確認しなが

らみる、 という方法がより正確になる。 例えばマーフィー徴候やマックバーニー圧痛点を

エコーのプローブで押すことにより確認するなどである、 の 3 点でした。

　会員からの質問にも丁寧に答えていただきました。 ありがとうございました。

　但馬支部長の谷垣正人先生は腹痛で病院に紹介した患者の診断結果のまとめを報告

くださり、 開業医に来院される救急症例としてとても興味深く拝見させてもらいました。

　このような勉強会は受け身になりがちですが、 会員が経験した症例を発表する場にす

ることで、 さらなる発展が期待できるのではないかと思いました。

「みんなでストップ！負担増」 署名にご協力を
　協会では、政府が進める医療や介護の患者負担増計画を

阻止するために、「みんなでストップ！負担増」署名に取り

組んでいます。

　75 歳以上の患者窓口負担の原則 1割から 2割への引き

上げなどの制度改悪が実施されれば、高い窓口負担を理由

に受診抑制が進みかねません。

　患者さんにも政府の狙いを知らせ、負担増計画を中止さ

せましょう。

署名の注文などは TEL078-393-1807 まで

症状の時間経過が大事

朝来市 ・ さかもと医院　坂本 健一

感想文

症例検討会（救急医療シリーズ第３回）
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支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。

日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL 078-393-1809 ／ FAX 078-393-1820　

e-mail　　ysng@doc-net.or.jp　　担当 ： 吉永まで

すべての難病患者に助成を

難病助成制度改善求める陳情が豊岡市で採択

　協会は、国の指定難病医療費助成制度 （以下、難病助成制度） の改善を求める請願・

陳情を、 県および各市町議会で進めている。 但馬支部でも、 3 月 9 日、 豊岡市議会に

「指定難病医療費助成制度で 『軽症』 とされた難病患者を助成対象に戻すため国への

意見書提出を求めることに関する陳情書」 を提出。 同市議会は 3 月 26 日の本会議で

陳情を審議し、 採択され、 国への意見書が提出された。

　但馬支部は、 谷垣正人支部長が陳情人となり 3 月 9 日、 陳情書を豊岡市議会に提出

した。 同陳情は 3 月 16 日の文教民生委員会で審議され、 全会一致で採択された。 26

日の本会議でも陳情が採択され、 国へ意見書が提出された。

　この請願活動は、 国の難病助成制度に、 2015 年 1 月より新たに 「重症度基準」 が

導入され、 難病認定患者であってもこの基準で 「軽症」 と認定されると医療費助成の対

象外とする改悪に対するもの。 助成を受けられなくなった不認定患者等は全国で約 14.6

万人に上っている。

　難病法を巡っては現在、 厚生労働省の厚生科学審議会疾病対策部会難病対策委員

会であり方が議論されており、 91 団体 26 万人の難病患者をまとめる日本難病 ・ 疾病団

体協議会は協会 ・ 保団連と同様、 「医療費助成の認定については、 重症度分類の基

準による選別をやめ、 継続して治療が必要なすべての患者を医療費助成の対象としてく

ださい」 などとする要望書を政府に提出している。

　協会は、 地域医療部会や各支部での討議を経て請願 ・ 陳情を行い、 これまでに明石

市 ・ 宝塚市 ・ 川西市 ・ 加東市 ・ 小野市 ・ 加古川市 ・ 高砂市 ・ 猪名川町の各議会で

同様の請願 ・ 陳情が採択されている。
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